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Press Release

報道関係者 各位

平成 23年 2月 25日

【照会先1      ‐

医薬食品局血液対策課

課  長 三 宅 智  (内線 2900)

企 画 官 安 田 尚 之 (内線 2901)

(代表電話)03(5253)1111

(直通電話)03(3595)2395

|   フィブリノゲン製剤納入先医療機関の追力1調査について

,          1        
‐

平成16年 12月 9,日 に公表したフィプリノゲン製剤納入先医療機関を対象として、平成 19年
11月 7日 付で実施した追加調査の結果にういて、平成23年 2月 14日 までに回収した医療機
関からの回答を取りまとめた状況をお知らせいたします

=

1回答状況                                |
(1)追カユ調査実施期間 平成 19年 11月 7日 ～12月 5白 (※ 1)    |      :

(ただし、現在も回収中)           
‐

(ヽ 1)(1)の調査以降(平成20年患月 25日 及び平成21年 1月 16自 にも元思者の方へのお知らせ

:     状況等にっぃて再事調査を行っており、(1)回答施設数以降はそれらの結果を反映したもの

である。          ′

あ 進カロ調基寿豪施設数 :医
療機関 a“ 0施設   「

: `

:(平成 16年公表施設のうち、所在地等が不明であづた施設を除いた医療機関)

(つ 回答施設数              |
ち乎成10年公表時に存続していた5,397施設のうち、も,291施設(98%)から回答があった。

_11なお、|のFか平成16年公表時に廃院等していた1,213事譲の,ち、508施設から回答
:■がわつた。           1

2主な調査結果

(1)投与の年月につぃて回答があった医療機関数と元患者数

(2)上記以外に、過去に投与の事実をお知らせしたという記録が残されているが、現在では投与
の年月は特定できないとする画答があらた医療機関数と元患者数  |

医療機関数

元患者数

医療機関数

元患者数

(3)(1)と (2)の合計

医療機関数

元患者数

930施設

14,174人 (投与年別は別表)

95施設

312人

1,006施 設 (※ 2)

14,486人

(※ 2)厚生労働省ホTI,―ジ「C型肝炎ウイ
ャ
ス検査琴珍め呼びかけ(アイィリノグシ製剤紳人■

1  諄 協 鴫 謂 虚 翼 憬 聡 炒 営凛 、現 1響璧 宵 i轟
た。

(4)元患者の方への投与の事実のお知らせの状況   ・
´

(※ 3)●患者の方に=人でも投与の事実をお知らせした医療機関は 829施設であつた。

8,409人   (58%)(※ 3)

お知らせしていない 6,072人   (42%)
投与後に原疾患等にょり死亡 1,981人  (14%)
連絡先が不明又は連絡がつかない 2,919人  (20%)
肝炎ウイルス検査の結果が陰性 456人  (3%)
今後お知らせする予定である

その他 (未記入含む)



(5)診療録等の保管状況              ,

滉戴『1意纏雲窪覇勇亀鮮3『:11静』;!Fキ:保
管され
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(即表)  `:    l  i       : :    ‐

撃■の年月にっいて回答力、あらた元患暑数あ裏与年別の内ま

投与年 人数

昭和 394F

404「

41年

42年

43年

441「

“

年

46年

147年

48年

49年

60年
｀

51年

5́2年

53年

54年

55年

56年

57年

58年

59年

60年

61年
:

62■「
631F

元年

2年

3年 ―

4年

5年

6年

平成

0人

.7人
8人

1112人
16人

18人

1 19人

22人

■ 25人

34人

. 48人

■ 47人

67人

|189ハ
・■27人

198人

331人

440A

1570人
´
976人

1:508人
:

1,774人

2,454ノヽ

2,991ノ｀

1,720人

233人

178人

104人

62人

52人

44人

計 14, 174A

(内訳)(※ 5)

診療録 (カルテ)

製剤使用簿
.処方箋   ｀

その他の書類

2,043施 設(31%)(※ 4)

1,499施設 (23%)
手術記録あるいは分娩記録   :  ,1,678施 設 (24%)

13,事投(2%)_    ´ヽ
144施設 (2%)      

｀

295施撃 (4%)

輸液箋あるいは注射指示箋   ・    270施設 (40/0)  
′

レセプトの写し               ｀
83施設 (1%) ● '・

=

入院サマツ~あるぃは退院サマリー   '|を96施設 (4%)  
‐

: |
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報道関係者 各位

平成 23年 2月 25日

【照会先】

医薬食品局血液対策課

課  長 二 宅 智  (内線 2100)

企 画 官 安 由 尚 之 (内線 2901)

(代表電話)03(5253)1111
,(直通電話)03(3595)2395     ,

:  :血液凝園因子製剤あ納入先医療機関の調査にういて   |

'1  1 ‐| 
・

        r i

ll昔學賃景号勇讐蔓懇彗分需医饉搭買危彎]与 :二虚『撃塊:』 :量1[雷霞し1量真機
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ら,回筆をキリすとめ■状況にっいてゃ知らせい●します。   ,  il 
｀

プ11調査等の状況          |
1(■ )調査実施期間 平成 20年 2月 5白 ん平成2o年 3カ 14日

1  :

'‐      | .      (た だし、現在も甲収中)

(2)対象製剤 28製剤

(3)対家製剤納入企業数 12社 (現在の存続会社は6社)    1    ‐
|

(4)対象施設数

,  ・企業から提出された対象製剤9納ハ先施弔数 多8'9施譲

`名

称がカタカナのみの

1    施設や不明施設等を含む)

111の 2ち、所在地等が不りで|う 1施設を除いた 2′o,0施設に叩奪票を送付

|(11霧撃蓬itぇ泉ぉ耗』

',11′

星:霧裏θ31lg酵ふ:,■た。
||

′■|(なゃ、111螂段(4%)は廃院・住所不明等により調査崇が未達でした)   
‐

2.調毒錯果0概要     :       、
(1)施設ごとの血液凝固因子製剤の投与の実態

A.全て血友病の患者めみに投与した
921施設

(34施設)

32%

●.書類等により製剤を患者へ投与した事実がな
いことを確認した

162施設

o施設)

6%

C.製剤を患者に投与したかどうか確認できない
775施設

(3施設)

27%

D.´血友病の患者にのみ製Allを投与したかどうか

確認できない
437施設 15%

E.血友病以外の患者に製剤を投与したことを確

認した          I I 191施設 7%

F.未回答の施設 70施設 2%

G 文書が到達せず、他の情報も存在しないため

分類不能
75施設 3%

住所等不明により文書を送付できなかった施

(カ タカナ名のみ及び名称不明含む).
H.

設
269施設 9%

合  計 2′899施設

すょT雰課1楚露装裏F奮
束が本事であ?■ 18施

設
?う
ち、平成8年調李F果等の情報F

ま:[「
「

:子|:':選袋奪li発魂勇ξ電111彙奮雲気雀3電甚黒
l奮
「量暑ス言]

(2)血友病以外の患者,9■奮凝口歯子製剤の投与実態  '1    ‐

血

^病

以外の傷病で血液凝甲甲子製剤の投与が判明した医療機関数と元患者数
。 医療機関数  191施設

● 元患者数   ・
1′760人

_(なゃ、元患煮数についてはざ複数の製剤を重複して投与されている方もおられ
ることならヽ 集計上、のべ人数としている)     .



IWⅢ孝曲,「

二
私 |́■■■|

■ 1※1彗盤鋼間嘲製驚譜:調=レ

た
Tl年

調査の時点で
,、
製剤の

1与

を
,

.② 製剤の種類ごとめ投与実態          :

:露躙報酬 :‰肝賂|"    : :  :
0 その他製剤  4人 (0%)          .       :

③ 対象製剤ごとの投与実態

非
加
熱
第
覇
因
子
製
剤

1 コンロエイ ト

2プ ロフィレー ト
,3 コンファクト8

4 、モフィル S

5 、モフィルH
:6 タリオプリン

7 コーエイト′

8′、イクリオ _l

79人 非
カロ‥熱
第
買
因
子
製
剤

15 クリスマシン   ■

16 PPSB―ニチャク

17 ■Tォイン (ミ ドリ十字)

18 コーォイン (カ ッタT)
19プロプレックス

20 人 ノビニル 
・

984人

3人 218人

4人 7人

1人 72人

29A
5人

6人 加
熱
第
目
困
子
製
剤

21 クリスマシンHT :
22 PPSB二 HT「ニチャク」

23 ノ′`クトF ｀

24‐ ゴ‐デインHT
25ブロプレッ

'ク スST

“

人

39′ヽ 177人

加
熱
第
遺
因
子
製
剤

9 コン事エイ トHT
10 コンファクトF
ll .ヘ モフィンレS,T
12 ヘモフィルH「 T
13 コ■エイ トHT
14バイクリオHT:

9人

、14‐人 14人

48人

封看
26オートプレックス (非加熱)

77ファィクヽ「イムン」
28 オ=トランシタス (加熱)

1人 2人

1人 2人

単純合計 (重複あり) 1,7(海 人

重複投与 を除 ぐスタ
`′

652人

(3)元患者の方ヽのお知らせの状況
1 :

壁 総 数 (童
― 与 を 西 ■,652人 割合

お知らせした 437人 1 26%
お知ちせしていない

1′215人 74%
投与ふこ原疾患等ヽこまクπ庁 僣46ス) r70%リ

運粥現ワ=不明又 |ま齢 力ゞつかない
rI14θ ス, rI12%,

B塑■σ型宏炎綸産であることンゞ判
"ι

ただB r31ス ) r3%,
今″お知らせする予定

“

74カ 仁4%リ

その滋 1未記入静クノ|

“

6ス)

“

%)

(別表)                            .
投与

午につ
ャてヽ口答がゎちた1魯煮数の投与年別の内訳及び特定製剤の投与年別の内訳

投与年

_人数

28製剤

合計 、

特定製剤
X

クリスマシン
PIS3■

‐

ニチヤタ
コーナイン
(ミ ドリ+字 )

クリスマシン
H「

昭和 47年 0人 0人 0人

昭和 48年 0人 0人 0人

昭和49年 4人 4人 0人

昭和 50年 4人 4人 0人

昭和 51年 7人 0人 7人 0人

昭和 52年 4人 0人 4人 0人

昭和 53年 68人 56人 0人 7人

日g不口544F 79人 62人 12入 0人

昭和 55年 ■3■ 人 112人 7人

昭和 56年 ■50人 118人 5人

昭和 57年 22■ 人 156人 25人

昭和 58年 200,ヘ 148人 15A
昭和59年 ■76人 108人 21人

昭和 60年 ■67人 122人 13人 0人
‐昭和 61年 77:人 42A 0人 5人
昭和 62年 22人

`人

:. 0人 3人
昭和 63年 27人 ・2人 3人 1人 .

昭和64年

/平成元年
24人

14人

「平成 2年 ■2人 3人
平成 3年 3人 3人 ｀

平成 4年 4人 2人

平成 3年 ■ 人 0人
平成 6年 6人 0人

平成 7年 6人
平成 8年 7人

平成 9年 1■ 6人
平成 10年以降 183人
投与年不明 ■6■ 人 52人 92人 0人 9人

合計 ■,760人 983A 218人 7人 45人

※
l:寓写:義ζ難雀雀′継璽亀寧言長島彎
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平成23年 3月 3日    ,
【照会先】

医薬食品局総務課医薬品副作用被害対策室

室長補佐‐ 信沢 ェ和 (内線2717)

管理係長  内沼 裕之 (内線2718)

(代表電話)03(5253)llH
(直通電話)03(3595)2400´

C型肝1炎訴訟の和解について
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